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202311 浸透流観測孔

しん りゅう かん そく こう

設 置 数 フィル堤体部 14箇所、洪水吐部 6箇所

孔 仕 様 ボーリング孔（深度7m、削孔径φ66mm）

構 成 配管（SGP管φ50mm）、
ボールバルブ、ブルドン管式圧力計

ダムの基礎地盤における貯水池からの浸透流の状況を確認するための計測設
備。ダム堤体の基礎岩盤内に設けられた監査廊内において概ね30ｍ間隔で設
置され、基礎地盤内へ深さ7ｍのボーリング孔を設け、配管を接続して湧出
する浸透水の量と圧力を計測している。

施設概要

2021年3月発行の施設カード：監査廊で紹介されており、監査廊の中に設置
された施設のひとつ。浸透水量及び浸透水による水圧を定期的に観測し、ダ
ムの基礎地盤における異常の有無を確認している。
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洪水吐部にも同様に
６箇所設置されている
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